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Part ２
Report
Digest

Part 2 では、残りの 37 山を登った 32 回の山行をレポート。Part 1 で百名山
のラクで楽しい登り方を詳しくに紹介したので、後半はあっさりとダイジェ
スト版。とはいえラクに楽しく登るための実用情報や目からウロコのヒント
がつかめるはず。
　

Part2

日本百名山レポートガイド

37 ピーク ダイジェスト

● Part 2 の山
49 羊蹄山　50 トムラウシ山　51 八甲田山　52 岩木山　53 八幡平　54 岩手
山　55 月山　56 飯豊山　57 安達太良山　58 燧ヶ岳　59 越後駒ヶ岳　60 苗
場山　61 草津白根山　62 妙高山、火打山　63 雨飾山　64 武尊山　65 四阿
山　66 美ヶ原　67 瑞牆山　68 五竜岳　69 薬師岳、黒部五郎岳　70 鷲羽岳、
水晶岳　71 常念岳　72 焼岳　73 乗鞍岳　74 木曽駒ヶ岳　75 甲斐駒ヶ岳、
仙丈ヶ岳　76 空木岳　77 荒島岳　78 伊吹山　79 大台ヶ原山、大峰山　80
大山

・グレードはルートの難易度を表している。★はかんたん、★★は普通、★★★はき
つい。おおまかな目安である。

　伊吹山
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49 

羊
蹄
山
　
１
８
９
８
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★
★ 　
積
雪
期
は
★
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

ニ
セ
コ
に
あ
る
活
火
山
で
独
立
峰
。
見
た
と
お
り

の
富
士
山
タ
イ
プ
の
山
で
ル
ー
ト
は
四
方
か
ら
あ
る

が
行
動
時
間
は
あ
ま
り
か
わ
ら
な
い
。
人
気
は
南
側

の
真
狩
ル
ー
ト
。
駐
車
場
か
ら
高
差
１
５
０
０
ｍ
を

登
る
。直
線
距
離
は
５
㎞
弱
。と
に
か
く
登
っ
て
登
っ

て
下
り
て
く
る
山
で
あ
る
。
富
士
登
山
よ
り
は
ラ
ク

な
は
ず
。
春
は
山
ス
キ
ー
が
ベ
ス
ト
。

●
行
程
　

登
山
者
駐
車
場
｜
真
狩
コ
ー
ス
｜
羊
蹄
山
｜
登
山
者

　

駐
車
場
（
行
動
８
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

７
月
13
日
。
札
幌
か
ら
国
道
２
３
０
号
で
２
時
間

ほ
ど
で
真
狩
登
山
口
駐
車
場
。
６
時
半
ス
タ
ー
ト
。

３
合
目
か
ら
木
の
間
越
し
に
山
頂
が
見
え
る
。
５
合

目
あ
た
り
か
ら
低
木
帯
に
な
っ
て
急
坂
に
変
わ
る
。

あ
え
ぎ
登
っ
て
外
輪
山
。
11
時
。
お
鉢
め
ぐ
り
に
１

時
間
。
山
頂
の
火
口
は
複
数
あ
っ
て
父
釜
、
母
釜
、

子
釜
な
ど
。
溶
岩
が
転
が
る
道
を
こ
え
て
下
山
口
に

戻
る
。

　

往
路
を
下
る
の
に
２
時
間
半
。
３
時
半
終
了
。
真

狩
温
泉
で
休
む
。

50 

ト
ム
ラ
ウ
シ
山
　
２
１
４
１
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★
★ 　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

大
雪
山
系
の
遠
く
て
手
ご
わ
い
山
。
旭
岳
か
天
人

峡
か
ら
南
下
縦
走
し
て
ト
ム
ラ
ウ
シ
に
登
る
の
が
理

想
的
だ
が
山
中
２
泊
か
３
泊
が
必
要
。
最
短
で
登
る

の
な
ら
ト
ム
ラ
ウ
シ
温
泉
か
ら
日
帰
り
が
ふ
つ
う
。

行
程
が
長
い
だ
け
で
問
題
は
な
い
。
日
の
長
い
夏
に

ト
ラ
イ
し
た
い
。
短
縮
ル
ー
ト
だ
と
か
な
り
ラ
ク
。

●
行
程
　

ト
ム
ラ
ウ
シ
温
泉
｜
カ
ム
イ
天
上
｜
ト
ム
ラ
ウ
シ
山

　

｜
ト
ム
ラ
ウ
シ
温
泉
（
行
動
12
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

７
月
13
日
。
ト
ム
ラ
ウ
シ
温
泉
の
駐
車
場
へ
は
、

道
東
道
ト
マ
ム
Ｉ
Ｃ
か
ら
え
ん
え
ん
と
北
上
。
ト
ム

ラ
ウ
シ
温
泉
東
大
雪
荘
の
湯
を
も
ら
っ
て
か
ら
早

寝
。
マ
イ
カ
ー
な
ら
短
縮
ル
ー
ト
の
駐
車
場
か
ら
ス

タ
ー
ト
で
き
る
。
高
差
３
０
０
ｍ
も
ト
ク
。
４
時
ス

タ
ー
ト
。
ほ
か
に
十
数
人
の
百
名
山
ハ
ン
タ
ー
が
い

る
よ
う
で
心
強
い
。
標
高
差
は
１
２
０
０
ｍ
で
残
雪

も
あ
っ
て
悪
路
。
カ
ム
イ
天
上
か
ら
は
川
伝
い
。
前

ト
ム
か
ら
は
パ
ラ
ダ
イ
ス
を
行
く
。
大
岩
の
重
な
り

を
登
っ
て
山
頂
。
11
時
。
と
に
か
く
絶
景
。
そ
う
そ

う
に
往
路
を
戻
る
。
４
時
に
駐
車
場
着
。

51 

八
甲
田
山
　
１
５
８
５
m
　

●
グ
レ
ー
ド
　
★ 　
積
雪
期
は
★
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

カ
ブ
ト
状
の
ピ
ー
ク
が
い
く
つ
も
連
な
る
本
州
最

果
て
の
山
。
八
甲
田
大
岳
が
最
高
峰
な
の
で
こ
れ
に

登
る
。
酸
ヶ
湯
か
ら
ピ
ス
ト
ン
す
る
の
が
い
ち
ば
ん

か
ん
た
ん
（
標
高
差
７
８
０
ｍ
）
だ
が
、
下
り
は
毛

無
岱
を
経
由
す
る
周
回
が
お
す
す
め
。
時
間
は
あ
ま

り
変
わ
ら
な
い
。
残
雪
期
も
楽
し
め
る
ツ
ア
ー
コ
ー

ス
で
あ
る
。
八
甲
田
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
利
用
で
大
岳
ピ

ス
ト
ン
も
可
だ
が
大
岳
か
ら
は
酸
ヶ
湯
へ
下
っ
て
バ

ス
で
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
駅
へ
戻
る
方
が
面
白
い
。

●
行
程
　

酸
ヶ
湯
駐
車
場
｜
八
甲
田
大
岳
｜
毛
無
岱
｜
酸
ヶ
湯

　

駐
車
場
（
行
動
６
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

４
月
26
日
。
酸
ヶ
湯
ま
で
は
東
北
道
黒
石
Ｉ
Ｃ
か

ら
下
道
が
近
い
。
酸
ヶ
湯
の
駐
車
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

残
雪
は
た
っ
ぷ
り
で
ス
キ
ー
で
地
獄
湯
沢
を
上
が

る
。
仙
人
岱
小
屋
で
休
憩
し
て
か
ら
、
ひ
と
登
り
で

大
岳
山
頂
。
井
戸
岳
と
の
コ
ル
に
滑
り
込
ん
で
か
ら

毛
無
岱
へ
滑
走
。一
面
の
雪
原
。夏
道
ど
お
り
に
辿
っ

て
、
最
後
に
湯
坂
の
急
斜
面
を
下
る
と
酸
ヶ
湯
に
出

た
。
酸
ヶ
湯
の
千
人
風
呂
で
く
つ
ろ
ぐ
。

52 

岩
木
山
　
１
６
２
５
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

古
い
成
層
火
山
、
津
軽
富
士
で
あ
る
。
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
コ
ー
ス
は
、
南
東
麓
の
岩
木
山
神
社
か
ら
登

る
百
沢
ル
ー
ト
。
標
高
差
は
１
３
０
０
ｍ
近
く
あ
る
。

最
短
コ
ー
ス
は
岩
木
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
８
合
目
駐

車
場
か
ら
登
る
も
の
で
高
差
４
０
０
ｍ
。
ゆ
っ
く
り

登
っ
て
も
１
時
間
か
か
ら
な
い
。
並
行
す
る
登
山
リ

フ
ト
を
利
用
す
る
と
わ
ず
か
な
時
間
で
山
頂
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
。
乗
り
物
登
山
の
山
で
イ
ー
ジ
ー
。

●
行
程
　

８
合
目
駐
車
場
｜
岩
木
山
｜
８
合
目
駐
車
場
（
行
動

　

２
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

８
月
３
日
。
夏
の
東
北
旅
行
の
つ
い
で
。
弘
前
が

実
家
の
友
人
と
い
っ
し
ょ
に
登
る
。
ド
ラ
イ
ブ
を
楽

し
み
な
が
ら
８
合
目
駐
車
場
へ
。
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は

有
料
。
登
山
リ
フ
ト
が
あ
る
が
歩
い
て
登
る
。
山
頂

ま
で
高
差
３
５
０
ｍ
あ
り
け
っ
こ
う
な
登
り
。
周
囲

の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
１
時
間
以
上
か
か
る
。
山
頂

は
大
岩
ご
ろ
ご
ろ
の
不
思
議
な
景
観
。
人
も
多
い
。

往
路
を
下
っ
て
終
了
。
岩
木
山
神
社
を
見
学
し
て
か

ら
百
沢
温
泉
へ
。

羊蹄山トムラウシ山岩木山

八甲田山
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53 

八
幡
平
　
１
６
１
３
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★　

積
雪
期
は
★
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

が
っ
か
り
登
頂
の
山
。
ア
ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
の
八

幡
平
頂
上
バ
ス
停
か
ら
わ
ず
か
で
山
頂
。
ト
ド
マ
ツ

の
群
生
す
る
広
い
頂
上
で
展
望
台
に
上
が
っ
て
も
全

体
は
見
え
な
い
。
八
幡
沼
ま
で
観
光
の
人
が
や
っ
て

く
る
が
、
広
い
山
頂
部
は
ト
レ
ッ
カ
ー
が
歩
く
場
所

に
こ
と
か
か
な
い
。
ア
ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
が
閉
鎖
さ

れ
る
オ
フ
は
い
た
っ
て
静
か
。
記
録
は
冬
の
も
の
。

●
行
程
　

後
生
掛
温
泉
｜
八
幡
平
｜
後
生
掛
温
泉
（
行
動
５
時

　

間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

１
月
15
日
。
冬
の
後
生
掛
温
泉
へ
は
、
東
北
道
の

鹿
角
八
幡
平
Ｉ
Ｃ
か
ら
入
る
。
古
く
て
大
き
な
一
軒

宿
で
湯
治
客
と
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
多
い
。
秋
田
側
の
八

幡
平
散
策
の
ベ
ー
ス
だ
。
宿
か
ら
閉
鎖
中
の
ア
ス

ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
に
移
動
。
９
時
に
夏
山
ハ
イ
キ
ン
グ

道
ど
お
り
に
山
頂
へ
向
か
う
。
名
物
の
樹
氷
が
立
派

だ
。
山
頂
展
望
台
を
探
す
の
に
苦
労
す
る
が
よ
う
や

く
発
見
。
八
幡
沼
へ
下
っ
て
小
屋
で
ひ
と
や
す
み
。

12
時
。
登
っ
て
き
た
ト
レ
ー
ス
を
探
し
な
が
ら
ほ
と

ん
ど
直
滑
降
で
後
生
掛
温
泉
へ
戻
る
。
２
時
終
了
。

54 

岩
手
山
　
２
０
３
８
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★ 　
積
雪
期
は
★
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

東
北
道
か
ら
仰
ぐ
岩
手
山
は
偉
大
、
活
火
山
で
あ

る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
ル
ー
ト
は
焼
走
り
駐
車
場
か

ら
の
ピ
ス
ト
ン
で
標
高
差
１
４
５
０
ｍ
、
直
線
で
４
・

５
㎞
あ
る
。
成
層
火
山
な
の
で
登
る
ほ
ど
に
急
登
に

な
る
。
登
り
５
時
間
、
下
り
４
時
間
が
ふ
つ
う
。
記

録
は
、
西
面
の
網
張
温
泉
か
ら
の
乗
り
物
登
山
。
リ

フ
ト
利
用
で
標
高
差
は
７
０
０
ｍ
と
最
短
で
ラ
ク
。

●
行
程
　

網
張
夏
山
リ
フ
ト
｜
鬼
ヶ
城
｜
岩
手
山
｜
夏
山
リ
フ

　

ト
（
行
動
７
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

８
月
３
日
。
夏
の
東
北
旅
行
の
つ
い
で
。
網
張
の

休
暇
村
に
泊
ま
っ
た
の
で
チ
ャ
ン
ス
。
夏
山
登
山
リ

フ
ト
が
動
い
て
い
て
標
高
差
５
０
０
ｍ
を
座
っ
た
ま

ま
稼
ぐ
。
９
時
ス
タ
ー
ト
。
犬
倉
山
ま
で
は
す
ぐ
。

黒
倉
山
か
ら
旧
火
口
の
外
輪
稜
線
を
行
く
。
岩
手
山

頂
は
中
央
火
口
丘
。
岩
場
の
稜
線
（
鬼
ヶ
城
）
を
行

き
新
火
口
の
外
輪
に
立
つ
。
火
口
の
中
に
も
う
ひ
と

つ
火
山
が
あ
っ
た
。
細
い
稜
線
を
進
み
山
頂
。
１
時
。

独
立
峰
ら
し
い
眺
望
に
満
足
。
往
路
を
下
っ
て
４
時

終
了
。
休
暇
村
内
の
薬
師
ノ
湯
に
立
ち
寄
り
。

55 

月
山
　
１
９
８
４
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★ 　
積
雪
期
は
★
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

一
年
の
大
半
は
雪
に
覆
わ
れ
て
ま
っ
白
に
み
え

る
。
穏
や
か
な
山
容
で
ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
で
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
月
山
リ
フ
ト
を
利
用
す
れ
ば
高
差

は
５
０
０
ｍ
ほ
ど
、
山
頂
を
望
み
な
が
ら
４
㎞
ほ
ど

の
ハ
イ
ク
ア
ッ
プ
で
達
す
る
。
歩
き
た
い
向
き
に
は

出
羽
三
山
縦
走
を
す
す
め
る
。

●
行
程
　

月
山
リ
フ
ト
｜
月
山
｜
月
山
リ
フ
ト
（
行
動
４
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

５
月
10
日
。
姥
沢
の
駐
車
場
へ
の
最
寄
Ｉ
Ｃ
は
山

形
道
月
山
Ｉ
Ｃ
。
月
山
リ
フ
ト
は
４
月
下
旬
か
ら
11

月
ま
で
運
行
し
て
い
る
。
６
月
ま
で
は
春
山
登
山
者

と
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
に
ぎ
わ
う
。

　

月
山
リ
フ
ト
の
山
頂
駅
か
ら
姥
ヶ
岳
経
由
の
尾
根

道
と
東
の
山
腹
を
行
く
２
コ
ー
ス
が
あ
る
。
牛
首
で

合
流
す
る
。
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ら
尾
根
道
を
行
き
、
帰

り
は
下
の
道
を
下
る
と
よ
い
。
登
り
２
時
間
、
下
り

１
時
間
半
ほ
ど
。
リ
フ
ト
上
を
９
時
ス
タ
ー
ト
。
山

ス
キ
ー
な
の
で
山
腹
道
を
行
き
11
時
山
頂
。
ゆ
っ
く

り
し
て
か
ら
リ
フ
ト
下
駅
ま
で
大
斜
面
を
滑
り
下

る
。
１
時
終
了
。
道
の
駅
西
川
の
水
沢
温
泉
館
へ
。

56 

飯
豊
山
　
２
１
０
８
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

福
島
、
山
形
、
新
潟
境
の
大
山
塊
。
登
山
道
は

縦
横
し
て
い
る
。
日
帰
り
は
き
つ
く
（
標
高
差
約

１
５
０
０
ｍ
）、
最
短
で
も
避
難
小
屋
１
泊
が
ふ
つ

う
。
福
島
側
の
御
沢
登
山
口
（
川
入
）
か
祓
川
登
山

口
（
弥
平
四
郎
）
か
ら
三
国
岳
、
種
蒔
山
と
縦
走
し

て
飯
豊
本
山
に
立
つ
。
稜
線
に
は
、
頂
上
小
屋
の
ほ

か
切
合
小
屋
、
三
国
小
屋
が
あ
る
。
御
沢
ま
た
は
祓

川
登
山
口
か
ら
日
帰
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
も
い
る

よ
う
だ
。
レ
ポ
ー
ト
は
秋
の
縦
走
山
行
。

●
行
程
　

御
沢
登
山
口
（
川
入
）
｜
飯
豊
本
山
｜
北
股
岳
｜　

湯
ノ
平
（
行
動
３
日
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

10
月
10
〜
13
日
。
御
沢
登
山
口
（
川
入
）
か
ら
飯

豊
本
山
ま
で
は
２
度
目
。
前
回
は
ス
キ
ー
で
北
股
岳

ま
で
縦
走
し
て
梅
花
皮
沢
を
下
り
山
形
県
の
泡
ノ
湯

へ
下
っ
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
山
行
だ
っ
た
。

今
回
は
飯
豊
本
山
か
ら
御
西
小
屋
。
大
日
岳
を
往
復

し
て
か
ら
北
股
岳
、
新
潟
県
の
湯
ノ
平
小
屋
へ
下
っ

た
。
錦
繍
の
山
々
と
新
発
田
の
リ
ア
ル
秘
湯
を
楽
し

む
。
縦
走
登
山
は
面
白
い
。

八幡沼岩手山

月山

北股岳
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57 

安
達
太
良
山
　
１
７
０
０
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★ 　
積
雪
期
は
★
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

東
北
道
か
ら
よ
く
見
え
る
火
山
性
連
山
。
あ
だ
た

ら
高
原
ス
キ
ー
場
の
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
を
利
用
し
て
か

ら
東
尾
根
を
行
け
ば
ラ
ク
に
山
頂
に
至
る
。
往
復
４

時
間
ほ
ど
。
尾
根
上
は
緩
い
勾
配
で
山
頂
部
は
岩
塔

に
な
っ
て
い
る
。
お
急
ぎ
で
な
い
人
は
く
ろ
が
ね
小

屋
１
泊
の
山
行
が
お
す
す
め
。
記
録
は
３
月
の
も
の
。

夏
は
ハ
イ
キ
ン
グ
、
冬
は
ス
キ
ー
向
き
の
山
。

●
行
程
　

あ
だ
た
ら
ス
キ
ー
場
｜
く
ろ
が
ね
小
屋
｜
安
達
太
良

　

山
｜
ス
キ
ー
場
（
行
動
１
日
目
３
時
間
、
２
日
目

　

５
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

３
月
25
〜
26
日
。
東
北
道
二
本
松
Ｉ
Ｃ
か
ら
あ
だ

た
ら
高
原
ス
キ
ー
場
へ
。
11
時
こ
ろ
ス
タ
ー
ト
。
３

時
間
か
け
て
く
ろ
が
ね
小
屋
着
。
清
潔
な
小
屋
。　

　

２
日
目
、
朝
風
呂
に
入
る
。
７
時
半
に
は
ス
タ
ー

ト
。
峰
ノ
辻
か
ら
は
誘
導
の
竹
ザ
オ
が
頼
り
。
９
時

半
こ
ろ
山
頂
。
岩
頭
部
は
氷
に
覆
わ
れ
て
真
冬
危
険

状
態
。
早
々
に
下
る
。
篭
山
下
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て

勢
至
平
経
由
、
12
時
に
は
ス
キ
ー
場
着
。
風
呂
は
山

か
ら
下
っ
た
岳
温
泉
の
岳
ノ
湯
で
き
ま
り
。

59 

越
後
駒
ヶ
岳
　
２
０
０
３
m

●
グ
レ
ー
ド　

★
★　

積
雪
期
は
★
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

越
後
三
山
の
盟
主
。
枝
折
峠
か
ら
道
行
山
を
経
て

往
復
す
る
の
が
最
短
（
標
高
差
９
５
０
ｍ
、
直
線
で

６
㎞
）。
山
頂
下
の
駒
ノ
小
屋
（
基
本
的
に
避
難
小

屋
）
は
安
心
保
険
。
シ
ー
ズ
ン
中
は
管
理
の
人
が
い

る
。
記
録
は
積
雪
期
の
登
山
口
の
石
抱
橋
か
ら
の
ス

キ
ー
山
行
。
道
行
山
で
夏
道
と
合
流
す
る
。

●
行
程　

石
抱
橋
｜
道
行
山
｜
越
後
駒
ヶ
岳
｜
石
抱
橋
（
行
動

　

８
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

４
月
13
日
。
関
越
道
小
出
Ｉ
Ｃ
か
ら
奥
只
見
シ
ル

バ
ー
ラ
イ
ン
で
入
る
。５
人
グ
ル
ー
プ
で
石
抱
橋（
標

高
７
８
０
ｍ
）
発
８
時
15
分
。
柳
沢
に
入
り
ぐ
ん
ぐ

ん
と
登
る
。
道
行
山
、小
倉
山
を
へ
て
駒
ノ
小
屋
へ
。

好
天
の
た
め
雪
は
ほ
ど
よ
い
ザ
ラ
メ
状
態
。
ア
イ
ゼ

ン
は
使
わ
な
か
っ
た
。
頂
上
着
１
時
過
ぎ
。
雲
が
す

こ
し
で
て
き
た
が
、
展
望
は
最
高
。
こ
れ
か
ら
下
る

滑
降
ル
ー
ト
を
目
で
追
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

往
路
を
快
適
に
滑
り
あ
っ
と
い
う
間
に
小
倉
山
、

瞬
く
間
に
柳
沢
の
出
合
。
石
抱
橋
ま
で
の
川
沿
い
の

平
が
長
い
。
４
時
終
了
。

58 

燧
ヶ
岳
　
２
３
５
６
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★ 　
積
雪
期
は
★
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

尾
瀬
ヶ
原
の
北
に
そ
び
え
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
群

馬
県
側
の
大
清
水
か
ら
三
平
峠
を
越
え
て
尾
瀬
沼
経

由
燧
ヶ
岳
の
ル
ー
ト
で
長
蔵
小
屋
泊
と
い
う
の
が
定

番
。
最
短
ル
ー
ト
は
、
福
島
県
檜
枝
岐
側
の
御
池
駐

車
場
か
ら
北
面
ル
ー
ト
を
往
復
す
る
も
の
。
標
高
差

は
８
５
０
ｍ
で
直
線
距
離
で
４
㎞
も
な
い
。
比
較
的

ラ
ク
な
日
帰
り
の
山
登
り
。

●
行
程
　

御
池
駐
車
場
｜
燧
ヶ
岳
｜
駐
車
場
（
行
動
８
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

５
月
18
日
。
御
池
へ
は
、
東
北
道
西
那
須
野
Ｉ
Ｃ

か
ら
檜
枝
岐
村
経
由
で
入
る
。
北
面
か
ら
燧
ヶ
岳
を

目
ざ
す
。
御
池
発
７
時
。
残
雪
は
充
分
あ
っ
て
途
中

の
湿
原
帯
は
雪
原
に
な
っ
て
い
る
。
緩
急
の
斜
面
が

あ
っ
て
い
く
つ
か
段
を
越
え
る
。
登
山
者
で
に
ぎ
や

か
だ
が
ス
キ
ー
ヤ
ー
は
見
え
な
い
。
最
後
の
急
坂
は

ス
キ
ー
を
背
負
っ
て
上
が
る
。
俎
嵓
か
ら
は
空
身
で

柴
安
嵓
往
復
。
最
高
点
着
11
時
。

　

往
路
を
ス
キ
ー
滑
走
で
下
る
。
休
み
休
み
下
る
の

で
歩
い
て
下
山
す
る
人
と
差
は
な
い
。
２
時
半
御
池

着
。
風
呂
は
檜
枝
岐
の
燧
ノ
湯
か
駒
ノ
湯
で
き
ま
り
。

60 

苗
場
山
　
２
１
４
５
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

信
越
国
境
の
山
。
山
頂
に
広
い
湿
原
が
あ
り
特
徴

あ
る
台
地
は
よ
く
目
立
つ
。
最
短
ル
ー
ト
は
、
か
ぐ

ら
ス
キ
ー
場
内
の
和
田
小
屋
の
駐
車
場
か
ら
、
神

楽
ヶ
峰
経
由
で
ピ
ス
ト
ン
す
る
も
の
。
標
高
差
は

８
０
０
ｍ
で
比
較
的
に
ラ
ク
に
日
帰
り
で
き
る
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
は
新
潟
県
側
の
赤
湯
温
泉
か
ら
ピ
ス
ト
ン

す
る
も
の
。
赤
湯
山
口
館
の
露
天
風
呂
で
く
つ
ろ
ぐ

の
が
定
番
。
和
田
小
屋
は
営
業
小
屋
。
記
録
は
、
赤

湯
か
ら
の
ピ
ス
ト
ン
で
１
泊
２
日
。

●
行
程
　

赤
湯
林
道
駐
車
場
｜
赤
湯
｜
苗
場
山
｜
赤
湯
林

　

道
駐
車
場
（
行
動
２
日
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

10
月
20
〜
21
日
。
赤
湯
林
道
へ
は
、
関
越
道
湯
沢

Ｉ
Ｃ
が
近
い
。
林
道
ゲ
ー
ト
の
脇
が
駐
車
ス
ペ
ー
ス
。

山
頂
ま
で
は
１
２
０
０
ｍ
の
高
差
が
あ
る
が
赤
湯
ま

で
な
の
で
昼
の
出
発
。
の
ん
び
り
上
が
っ
て
山
口
館

イ
ン
。
子
供
の
ヘ
ビ
が
い
た
。
翌
朝
６
時
ス
タ
ー
ト
。

昌
次
新
道
を
上
が
る
。
か
な
り
の
急
坂
。
４
時
間
で

山
頂
湿
原
に
出
る
。
往
路
を
も
ど
る
が
下
り
の
方
が

き
つ
い
。
３
時
終
了
。
二
居
の
宿
場
ノ
湯
へ
。

苗場山 燧ヶ岳

越後駒ヶ岳

安達太良山
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61 

草
津
白
根
山
　
２
１
７
１
m

●
グ
レ
ー
ド　

★　

積
雪
期
は
★
★
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

素
晴
ら
し
い
景
観
を
も
つ
火
山
性
の
高
地
。
車
や

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
利
用
で
高
原
を
縦
横
し
て
散
策
で
き

る
が
最
高
峰
の
本
白
根
山
に
立
ち
た
い
。
逢
ノ
峰
か

ら
湯
釜
、
芳
ヶ
平
と
辿
り
草
津
温
泉
に
下
れ
ば
楽
し

め
る
。
観
光
客
を
避
け
る
な
ら
富
貴
原
経
由
の
下
山

ハ
イ
キ
ン
グ
が
よ
い
。
記
録
は
１
月
の
山
ス
キ
ー
の

も
の
。
積
雪
期
は
山
ス
キ
ー
向
き
の
山
。

●
行
程　

白
根
火
山
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
山
頂
駅
｜
本
白
根
山
｜
草

　

津
ス
キ
ー
場
（
行
動
３
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

１
月
16
日
。
草
津
へ
は
関
越
道
渋
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
。

白
根
火
山
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の
駐
車
場
へ
。
山
頂
駅
ス

タ
ー
ト
は
11
時
こ
ろ
。
レ
ベ
ル
２
の
火
山
規
制
で

芳
ヶ
平
方
面
へ
は
入
れ
な
い
。
本
白
根
山
頂
を
目
ざ

す
。森
を
抜
け
て
稜
線
に
出
る
と
大
展
望
が
広
が
る
。

遠
く
は
白
馬
、
南
ア
ル
プ
ス
あ
た
り
ま
で
。
小
さ
な

雪
庇
の
稜
線
を
辿
っ
て
最
高
峰
の
本
白
根
へ
。
風
が

強
い
と
こ
ろ
な
の
だ
が
今
日
は
無
風
で
暖
か
い
。
周

囲
の
火
山
地
形
を
眺
め
て
か
ら
夏
道
沿
い
に
ス
キ
ー

場
の
コ
ー
ス
に
入
る
。草
津
温
泉
に
下
っ
て
な
ご
む
。

62 

妙
高
山
、
火
打
山
　
２
４
５
４
m 

２
４
６
２
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★ 　
積
雪
期
は
★
★
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

長
野
県
に
近
い
新
潟
県
の
山
で
活
火
山
。
と
な
り

あ
っ
て
い
る
の
で
２
山
を
１
泊
２
日
で
登
る
の
が
ふ

つ
う
。
山
小
屋
は
高
谷
池
ヒ
ュ
ッ
テ
か
黒
沢
池
小
屋

が
便
利
。

●
行
程
　

１
日
目　

笹
ヶ
峰
｜
火
打
山
｜
高
谷
池
（
行
動
８
時
間
）

２
日
目　

高
谷
池
｜
妙
高
山
｜
笹
ヶ
峰
（
行
動
７
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

９
月
20
～
21
日
。
笹
ヶ
峰
駐
車
場
へ
は
上
信
越
道

妙
高
高
原
Ｉ
Ｃ
か
ら
。
７
時
発
。
森
を
行
き
黒
沢
を

渡
り
急
登
を
行
く
。
富
士
見
平
に
で
て
火
打
山
が
見

え
る
。
高
谷
池
ヒ
ュ
ッ
テ
10
時
半
。
ひ
と
や
す
み
し

て
火
打
山
へ
。
稜
線
に
で
て
急
坂
を
ジ
グ
ザ
グ
し
て

山
頂
12
時
。
高
谷
池
に
戻
る
。
３
時
終
了
。

　

翌
朝
７
時
ス
タ
ー
ト
。
黒
沢
池
ま
で
１
時
間
。
外

輪
山
に
１
０
０
ｍ
ほ
ど
登
っ
て
大
倉
乗
越
、
い
っ
た

ん
下
っ
て
火
口
底
へ
。
火
山
礫
の
ジ
グ
ザ
グ
急
登
を

４
０
０
ｍ
ほ
ど
で
よ
う
や
く
山
頂
。
10
時
。
山
頂
は

大
岩
ゴ
ロ
ゴ
ロ
で
も
ち
ろ
ん
見
晴
ら
し
が
よ
い
。
下

り
は
３
時
間
ほ
ど
か
か
っ
た
。
２
時
終
了
。
立
ち
寄

り
湯
は
休
暇
村
妙
高
高
原
。

63 

雨
飾
山
　
１
９
６
３
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★
★
　　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

頸
城
山
塊
、
妙
高
連
山
の
ひ
と
つ
。
新
潟
県
の
雨

飾
温
泉
（
雨
飾
山
荘
）
と
長
野
県
の
小
谷
温
泉
側
の

登
山
口
駐
車
場
か
ら
道
が
あ
る
。

　

ピ
ス
ト
ン
登
山
の
場
合
は
、
長
野
県
側
が
最
短
で

標
高
差
は
８
０
０
ｍ
ほ
ど
で
困
難
は
な
い
。
小
谷
温

泉
の
最
寄
Ｉ
Ｃ
は
長
野
道
安
曇
野
Ｉ
Ｃ
。
新
潟
側
は

標
高
差
１
０
０
０
ｍ
あ
り
急
坂
が
続
く
が
と
く
に
厳

し
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
北
陸
道
糸
魚
川
Ｉ
Ｃ
が
近
い
。

記
録
は
温
泉
か
ら
温
泉
へ
の
山
越
え
登
山
。

●
行
程
　

雨
飾
温
泉
｜
雨
飾
山
｜
小
谷
温
泉
（
行
動
９
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

６
月
28
日
。
雨
飾
温
泉
へ
は
北
陸
道
糸
魚
川
Ｉ
Ｃ

か
ら
。
知
人
の
日
本
百
名
山
完
登
山
行
に
つ
き
あ
う
。

前
日
雨
飾
山
荘
に
入
り
前
祝
い
。
６
時
ス
タ
ー
ト
で

急
坂
を
黙
々
と
が
ん
ば
っ
て
、
勾
配
が
落
ち
た
と
こ

ろ
が
サ
サ
平
。
そ
の
あ
と
わ
ず
か
で
山
頂
、
11
時
。

北
ア
ル
プ
ス
、
妙
高
の
山
が
よ
く
わ
か
る
。
日
本
海

が
見
え
る
。
小
谷
側
へ
の
下
り
も
か
な
り
急
。
３
時

に
大
海
川
に
降
り
立
ち
た
ら
た
ら
と
下
っ
て
小
谷
温

泉
へ
。
山
田
旅
館
の
温
泉
で
く
つ
ろ
ぐ
。

64 

武
尊
山
　
２
１
５
８
m

グ
レ
ー
ド
　
★
★ 　
積
雪
期
は
★
★
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

武
尊
山
は
老
年
期
に
入
っ
た
巨
大
火
山
。
マ
イ

カ
ー
登
山
が
便
利
で
、
オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場
駐

車
場
（
山
頂
ま
で
の
標
高
差
９
０
０
m
）
か
武
尊
牧

場
三
合
平
（
山
頂
ま
で
の
標
高
差
７
０
０
m
）
か
ら

ピ
ス
ト
ン
す
る
の
が
か
ん
た
ん
。
最
寄
Ｉ
Ｃ
は
関
越

道
の
沼
田
。
ほ
か
に
西
面
の
武
尊
神
社
か
ら
も
よ
く

登
ら
れ
て
い
る
。
レ
ポ
ー
ト
は
春
の
も
の
で
ス
キ
ー

利
用
。
武
尊
山
頂
か
ら
川
場
谷
経
由
川
場
ス
キ
ー
場

へ
下
っ
て
い
る
。
川
場
谷
に
は
夏
道
は
な
い
。

●
行
程
　

オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場
｜
武
尊
山
｜
川
場
谷
｜
川

　

場
ス
キ
ー
場
（
行
動
７
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

４
月
８
日
。
４
人
で
ス
キ
ー
場
ト
ッ
プ
を
９
時
前

に
ス
タ
ー
ト
。
前
武
尊
経
由
家
ノ
串
山
11
時
。
中
ノ

岳
は
ガ
リ
ガ
リ
の
バ
ー
ン
で
南
を
巻
く
。
武
尊
山
12

時
。
素
晴
ら
し
い
展
望
。
北
ア
ル
プ
ス
や
富
士
山
も

見
え
る
。
数
人
の
登
山
家
が
い
て
川
場
ス
キ
ー
場
か

ら
の
ピ
ス
ト
ン
だ
と
い
う
。
と
く
に
問
題
な
い
そ
う
。

川
場
谷
に
滑
り
込
み
、
１
４
５
０
ｍ
付
近
か
ら
登
り

返
し
。
４
時
、
川
場
ス
キ
ー
場
着
。
花
咲
ノ
湯
へ
。

上　草津白根山　下　妙高山上　雨飾山　下　武尊山
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65 

四
阿
山
　
２
３
５
４
m

●
グ
レ
ー
ド　

★　

積
雪
期
は
★
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

四
阿
大
火
山
の
主
峰
で
根
子
岳
と
と
も
に
外
輪

山
。
人
気
コ
ー
ス
は
菅
平
牧
場
か
ら
の
ピ
ス
ト
ン
で

標
高
差
７
５
０
ｍ
、
直
線
で
４
㎞
も
な
く
最
短
ル
ー

ト
。
お
と
な
り
の
根
子
岳
経
由
で
下
山
す
る
の
が
定

番
。
別
に
国
道
１
４
４
号
鳥
居
峠
か
ら
の
道
も
あ
り

標
高
差
１
０
０
０
ｍ
あ
る
が
空
い
て
い
る
。
記
録
は

菅
平
牧
場
か
ら
の
山
ス
キ
ー
で
夏
道
ど
お
り
。

●
行
程　

菅
平
牧
場
｜
四
阿
山
｜
根
子
岳
｜
菅
平
牧
場
（
行
動

　

７
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

３
月
20
日
。
菅
平
牧
場
へ
は
上
信
越
道
上
田
Ｉ
Ｃ

か
ら
入
る
。
今
回
山
ス
キ
ー
の
仲
間
大
勢
。
８
時
ス

タ
ー
ト
で
夏
道
ど
お
り
に
上
が
る
。
北
ア
ル
プ
ス
が

よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
だ
。
登
り
３
時
間
で
四
阿
山
山

頂
。
社
が
あ
っ
て
せ
ま
い
と
こ
ろ
。
根
子
岳
の
コ
ル

ま
で
滑
り
下
り
て
ひ
と
登
り
す
る
と
根
子
岳
。
広
い

山
頂
だ
。
四
阿
大
火
山
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
風

の
強
い
山
頂
だ
が
も
の
陰
で
ひ
と
や
す
み
。大
斜
面
、

カ
ン
バ
の
森
を
ぬ
け
て
牧
場
へ
滑
り
込
む
。
３
時
終

了
。
ふ
れ
あ
い
真
田
館
へ
立
ち
寄
り
湯
。

 

66 

美
ヶ
原
　
２
０
３
４
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★ 　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

松
本
か
ら
東
に
見
え
る
ア
ン
テ
ナ
の
た
つ
プ
ラ

ト
ー
。
山
頂
ま
で
車
が
入
る
の
で
霧
ヶ
峰
や
伊
吹
山

同
様
が
っ
か
り
登
頂
の
山
。
と
は
い
え
高
原
の
様
子

は
悪
く
な
い
。
北
ア
ル
プ
ス
の
展
望
は
有
名
。
11
月

下
旬
の
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
閉
鎖
後
は
、
国
道
１
４
２

号
の
和
田
か
ら
地
方
道
で
美
ヶ
原
に
上
が
る
こ
と
が

で
き
る
。
空
い
て
い
て
眺
望
も
ク
リ
ア
で
お
す
す
め
。

記
録
は
霧
ヶ
峰
と
美
ヶ
原
の
途
中
に
あ
る
三
峰
山
を

ハ
イ
キ
ン
グ
し
た
あ
と
美
ヶ
原
を
散
策
し
た
も
の
。

●
行
程
　

和
田
峠
｜
三
峰
山
｜
美
ヶ
原
（
行
動
４
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

11
月
13
日
。
中
央
道
岡
谷
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
１
４
２

号（
中
山
道
）で
和
田
峠
へ
。古
道
と
峠
を
散
策
。ビ
ー

ナ
ス
ラ
イ
ン
で
三
峰
山
登
山
口
ま
で
移
動
す
る
。
カ

ヤ
と
サ
サ
の
尾
根
道
を
登
っ
て
三
峰
山
。
美
ヶ
原
と

八
ヶ
岳
が
よ
く
見
え
る
。富
士
山
も
。再
び
車
で
美
ヶ

原
へ
。
駐
車
場
に
車
を
お
い
て
高
原
散
策
。
霧
ヶ
峰

と
は
異
な
り
こ
こ
は
牧
場
の
よ
う
だ
。
北
ア
ル
プ
ス

の
展
望
は
悪
く
な
い
が
、
三
峰
山
の
方
が
印
象
深
い
。

和
田
村
ふ
れ
あ
い
の
湯
へ
移
動
。

67 

瑞
牆
山
　
２
２
３
０
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★
　　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

甲
武
信
岳
、
金
峰
山
と
同
じ
奥
秩
父
の
山
。
金
峰

山
と
近
い
の
で
セ
ッ
ト
で
登
る
の
が
い
い
。
瑞
牆
山

荘
か
富
士
見
平
小
屋
ベ
ー
ス
が
便
利
。
瑞
牆
山
は
岩

の
山
で
花
崗
岩
の
大
岩
が
そ
そ
り
た
つ
。
登
山
道
は

１
本
で
稜
線
は
ハ
シ
ゴ
と
ク
サ
リ
の
道
な
の
で
慎
重

に
。
記
録
は
金
峰
山
荘
か
ら
ピ
ス
ト
ン
。

●
行
程
　

瑞
牆
山
荘
前
駐
車
場
｜
富
士
見
平
｜
瑞
牆
山
｜
瑞
牆

　

山
荘
前
駐
車
場
（
行
動
６
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

10
月
15
日
。
金
峰
山
荘
前
の
登
山
者
駐
車
場
へ
は
、

中
央
道
須
玉
Ｉ
Ｃ
が
近
い
。
紅
葉
黄
葉
の
ク
リ
ス
タ

ル
ラ
イ
ン
を
ド
ラ
イ
ブ
。
瑞
牆
山
荘
８
時
着
。
喫
茶

し
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　

カ
ラ
マ
ツ
の
林
の
中
を
緩
く
登
っ
て
１
時
間
ほ
ど

で
富
士
見
平
小
屋
。
金
峰
山
へ
の
道
と
別
れ
て
緩
い

尾
根
上
を
進
む
。
桃
太
郎
岩
を
こ
え
て
ク
サ
リ
や
ハ

シ
ゴ
の
か
か
る
巨
岩
を
い
く
つ
か
登
る
。
11
時
山
頂
。

大
石
の
敷
か
れ
た
よ
う
な
山
頂
か
ら
は
八
ヶ
岳
、
金

峰
山
が
よ
く
見
え
る
。
登
り
３
時
間
ほ
ど
。
往
路
を

戻
っ
て
２
時
前
終
了
。
増
富
ノ
湯
へ
移
動
。

68 

五
竜
岳
　
２
８
１
４
m

グ
レ
ー
ド
　
★
★ 　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

白
馬
連
山
の
南
、
い
か
つ
い
山
容
。
こ
こ
だ
け
登

り
残
し
て
い
る
人
が
多
い
。
ゴ
ン
ド
ラ
駅
か
ら
標
高

差
は
１
３
０
０
ｍ
あ
り
ル
ー
ト
距
離
は
８
㎞
ほ
ど
。

細
尾
根
を
行
き
岩
稜
を
登
る
痛
快
な
登
山
。
白
馬
五

竜
の
ゴ
ン
ド
ラ
駅
か
ら
遠
見
尾
根
を
ピ
ス
ト
ン
す
る

の
が
最
短
。
長
い
の
で
日
帰
り
は
強
者
の
み
。

●
行
程
　

１
日
目　

白
馬
五
竜
ゴ
ン
ド
ラ
駅
｜
大
遠
見
山
｜
五

　

竜
山
荘
｜
五
竜
岳
往
復　
（
行
動
８
時
間
）

２
日
目　

五
竜
山
荘
｜
白
馬
五
竜
ゴ
ン
ド
ラ
駅
（
行

　

動
５
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

７
月
８
～
９
日
。
白
馬
五
竜
の
ゴ
ン
ド
ラ
駅
へ
は
、

長
野
道
安
曇
野
Ｉ
Ｃ
か
ら
。
朝
８
時
の
ゴ
ン
ド
ラ
に

乗
る
。
地
蔵
ノ
頭
か
ら
樹
林
帯
を
登
る
と
遠
見
尾
根

の
稜
線
。
細
い
尾
根
道
を
小
遠
見
山
、
大
遠
見
山
と

高
度
を
上
げ
て
い
く
。
五
竜
岳
と
鹿
島
鑓
ヶ
岳
の
眺

望
が
す
ば
ら
し
い
。
北
側
に
白
馬
連
山
。
五
竜
山
荘

ま
で
６
時
間
か
か
っ
て
２
時
。
ま
だ
日
が
高
い
の
で

山
頂
往
復
２
時
間
。
８
時
間
行
動
だ
っ
た
。

　

翌
日
は
五
竜
山
荘
か
ら
の
ん
び
り
往
路
を
戻
る
。

上 四阿山　下 三峰山と美ヶ原（右）上　瑞牆山　下　五竜岳
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69 

薬
師
岳
、
黒
部
五
郎
岳
　

２
９
２
６
m   

２
８
４
０
m

●
グ
レ
ー
ド　

★
★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

北
ア
ル
プ
ス
の
奥
に
あ
る
ビ
ッ
グ
２
。
北
ア
ル
プ

ス
の
い
く
つ
か
の
ピ
ー
ク
は
、
マ
イ
カ
ー
登
山
な
ど

で
ひ
と
つ
ず
つ
登
頂
す
る
よ
り
も
夏
山
縦
走
登
山
で

い
ち
ど
に
稼
ぐ
の
が
い
い
。

　

薬
師
・
黒
部
五
郎
の
ペ
ア
の
攻
略
も
、
折
立
か
ら

太
郎
平
小
屋
に
入
り
、
薬
師
岳
往
復
、
さ
ら
に
黒
部

五
郎
に
登
っ
て
、
三
俣
蓮
華
、
双
六
岳
と
縦
走
し
新

穂
高
温
泉
に
下
る
の
が
お
す
す
め
。
黒
部
五
郎
岳
か

ら
北
ノ
俣
岳
に
戻
っ
て
神
岡
新
道
で
下
山
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
日
程
に
余
裕
が
あ
り
長
期
縦
走
で

き
る
の
な
ら
、
立
山
か
ら
槍
ヶ
岳
ま
で
歩
く
こ
と
も

で
き
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
縦
走
モ
デ
ル
で
最
低
４
泊

は
必
要
。

●
行
程　

１
日
目　

折
立
｜
太
郎
平
（
行
動
９
時
間
）

２
日
目　

太
郎
平
｜
薬
師
岳
往
復
（
行
動
６
時
間
）

３
日
目　

太
郎
平
｜
北
ノ
俣
岳
｜
黒
部
五
郎
岳
、
三

　

俣
蓮
華
岳
｜
双
六
小
屋
（
行
動
10
時
間
）

４
日
目　

双
六
小
屋
｜
双
六
岳
｜
新
穂
高
温
泉
（
行

　

動
７
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

８
月
３
～
６
日
。
富
山
ま
で
は
電
車
で
。
初
日
は

折
立
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
折
立
へ
は
、
富
山
地
鉄

有
峰
口
駅
か
ら
バ
ス
か
タ
ク
シ
ー
。
折
立
か
ら
太
郎

平
へ
は
、
ブ
ナ
森
を
ぬ
け
黒
森
を
過
ぎ
、
１
８
７
１

m
三
角
点
。
森
林
限
界
を
超
え
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

ベ
ン
チ
の
あ
る
広
い
尾
根
を
行
く
。
５
時
間
ほ
ど
の

長
い
行
程
だ
。
太
郎
平
小
屋
は
広
々
と
し
た
高
原
に

あ
る
快
適
な
小
屋
。

　

２
日
目
の
薬
師
岳
往
復
は
登
り
３
時
間
、
下
り
２

時
間
で
余
裕
の
行
程
。
朝
７
時
に
ス
タ
ー
ト
、
薬
師

岳
山
頂
10
時
。
カ
ー
ル
を
見
学
し
て
午
後
に
な
っ
て

戻
る
。
小
屋
の
ま
わ
り
で
ア
ル
プ
ス
稜
線
の
散
策
を

楽
し
む
。
再
び
太
郎
平
小
屋
泊
。

　

３
日
目
の
行
程
は
長
い
。
朝
６
時
ス
タ
ー
ト
。
黒

部
五
郎
岳
に
登
り
三
俣
蓮
華
岳
、
双
六
岳
は
ま
い
て

双
六
小
屋
ま
で
。
10
時
間
の
行
動
。
き
の
う
薬
師
岳

往
復
の
あ
と
さ
ら
に
頑
張
っ
て
黒
部
五
郎
の
小
屋
ま

で
歩
い
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
終
日
も
長
い
下
山
。
双
六
小
屋
朝
７
時
ス
タ
ー

ト
。
鏡
平
を
経
由
し
て
小
池
新
道
を
下
る
。
新
穂
高

温
泉
着
２
時
。
日
程
を
も
う
１
泊
延
ば
し
た
ほ
う
が

よ
か
っ
た
か
。
以
前
春
に
ス
キ
ー
で
立
山
か
ら
槍
ヶ

岳
ま
で
縦
走
し
た
と
き
は
３
泊
で
抜
け
た
の
だ
が
。

70 

鷲
羽
岳
・
水
晶
岳
　

２
９
２
４
m　

２
９
８
６
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★
★
　　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

２
山
は
夏
山
縦
走
で
歩
く
の
に
う
っ
て
つ
け
の

山
。
裏
銀
座
コ
ー
ス
を
歩
く
と
こ
の
２
山
を
連
続
登

頂
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
瀬
ダ
ム
か
ら
ブ
ナ
ダ
テ

尾
根
を
登
っ
て
、
水
晶
岳
、
鷲
羽
岳
と
登
り
、
双
六

岳
か
ら
は
、
槍
ヶ
岳
も
間
近
か
だ
が
、
既
登
で
あ
れ

ば
新
穂
高
温
泉
に
下
り
る
の
が
よ
い
。

　

紹
介
の
ル
ー
ト
は
そ
れ
と
は
別
で
、
富
山
側
の
折

立
か
ら
太
郎
平
経
由
黒
部
川
に
下
り
雲
ノ
平
に
上
が

る
。
鷲
羽
岳
と
水
晶
岳
を
登
っ
て
高
瀬
ダ
ム
に
下
山

す
る
横
断
プ
ラ
ン
。
秘
境
雲
ノ
平
と
高
天
原
も
楽
し

め
る
好
ル
ー
ト
で
あ
る
。

●
行
程
　

１
日
目　

折
立
｜
太
郎
平
｜
薬
師
沢
小
屋
（
行
動
６

　

時
間
）

２
日
目
｜
薬
師
沢
小
屋
｜
雲
ノ
平
・
高
天
原
散
策
｜

　

高
天
原
山
荘
（
行
動
９
時
間
）

３
日
目　

高
天
原
山
荘
｜
鷲
羽
岳
｜
水
晶
小
屋
｜
水

　

晶
岳
往
復
（
行
動
８
時
間
）

４
日
目　

水
晶
小
屋
｜
野
口
五
郎
｜
高
瀬
ダ
ム
（
行

　

動
７
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

７
月
20
～
24
日
。
富
山
ま
で
や
っ
て
き
た
。
５
人

チ
ー
ム
で
に
ぎ
や
か
な
夏
山
山
行
だ
。

　

初
日
は
折
立
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
折
立
へ
は
、
富
山

地
鉄
有
峰
口
駅
か
ら
バ
ス
。
折
立
10
時
ス
タ
ー
ト
、

太
郎
平
へ
。
太
郎
平
小
屋
を
素
通
り
し
て
薬
師
沢
を

下
り
黒
部
川
源
流
に
降
り
た
つ
。
何
度
か
沢
を
渡
り

か
え
す
。
清
流
の
脇
に
た
つ
憧
れ
の
薬
師
沢
小
屋
に

イ
ン
。
４
時
。

　

２
日
目
は
、
６
時
ス
タ
ー
ト
。
も
う
れ
つ
な
急
坂

を
登
っ
て
雲
ノ
平
へ
上
が
る
。
９
時
。
雲
ノ
平
を
遊

歩
し
て
高
天
原
山
荘
へ
12
時
。
日
本
一
遠
い
温
泉
と

い
わ
れ
る
高
天
原
温
泉
へ
。
ま
さ
に
秘
湯
。
３
時
に

小
屋
へ
戻
る
。

　

３
日
目
は
、
６
時
ス
タ
ー
ト
。
ワ
リ
モ
乗
越
に
上

が
っ
て
９
時
。
ワ
リ
モ
乗
越
か
ら
鷲
羽
岳
ピ
ス
ト
ン

に
２
時
間
。
昼
に
ワ
リ
モ
乗
越
に
戻
り
裏
銀
座
コ
ー

ス
を
逆
に
歩
い
て
水
晶
小
屋
へ
。
天
気
が
よ
い
の
で

そ
の
ま
ま
水
晶
岳
を
目
ざ
す
。
水
晶
岳
１
時
半
。
２

時
に
水
晶
小
屋
に
戻
る
。
小
屋
は
混
雑
。

　

４
日
目
は
下
山
。
６
時
ス
タ
ー
ト
。
裏
銀
座
コ
ー

ス
の
逆
を
行
く
。
野
口
五
郎
岳
に
登
っ
て
ブ
ナ
ダ
テ

尾
根
を
急
降
下
し
て
高
瀬
ダ
ム
へ
。
１
時
に
終
了
。

タ
ク
シ
ー
で
大
町
へ
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
。

上　鷲羽岳　下　槍ヶ岳からの水晶岳 上　太郎平小屋と薬師岳　下　黒部五郎岳
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71 

常
念
岳
　
２
８
５
７
m

●
グ
レ
ー
ド　

★
★　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

安
曇
野
か
ら
見
上
げ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
の
大
き
な

山
、
遠
く
か
ら
も
よ
く
わ
か
る
。
最
短
は
、
安
曇
野

側
の
一
ノ
沢
（
沢
コ
ー
ス
）
か
三
股
（
尾
根
コ
ー
ス
）

か
ら
の
ピ
ス
ト
ン
ま
た
は
往
復
。
そ
れ
ぞ
れ
駐
車
場

が
あ
る
。
標
高
差
は
１
５
０
０
ｍ
ほ
ど
だ
か
ら
き
つ

い
１
日
コ
ー
ス
。
常
念
小
屋
に
泊
ま
る
と
ラ
ク
。
レ

ポ
ー
ト
は
上
高
地
か
ら
の
も
の
で
蝶
ヶ
岳
に
登
っ
て

常
念
岳
に
縦
走
し
て
い
る
。

●
行
程　

上
高
地
｜
徳
沢
｜
蝶
ヶ
岳
｜
常
念
岳
｜
常
念
小
屋　

　
（
行
動
10
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

８
月
13
日
。
沢
渡
駐
車
場
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
タ
ク

シ
ー
で
上
高
地
へ
。
６
時
上
高
地
発
。
徳
沢
８
時
で
、

長
塀
尾
根
の
山
道
に
入
る
。
急
坂
が
長
く
続
く
が
横

尾
か
ら
登
る
よ
り
も
ラ
ク
だ
と
い
う
が
ど
う
か
。
長

塀
ノ
頭
に
で
る
と
い
っ
き
に
ひ
ら
け
る
。
蝶
ヶ
岳
山

頂
12
時
。
槍
・
穂
高
を
眺
め
な
が
ら
縦
走
。
き
つ
い

ジ
グ
ザ
グ
登
り
で
常
念
岳
に
立
つ
。
４
時
。
常
念
小

屋
泊
。
翌
日
か
ら
槍
・
穂
高
を
縦
走
し
て
上
高
地
に

下
る
。
３
泊
４
日
の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
旅
だ
っ
た
。

72 

焼
岳
　
２
４
５
６
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★　

積
雪
期
は
★
★
★　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

大
正
池
と
焼
岳
の
重
な
る
風
景
は
有
名
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
は
上
高
地
か
ら
中
尾
峠
経
由
の
ル
ー
ト
。
最

短
は
、
新
中
ノ
湯
の
登
山
者
駐
車
場
か
ら
往
復
す
る

も
の
で
、
マ
イ
カ
ー
規
制
が
な
く
ラ
ク
。
標
高
差
は

８
５
０
ｍ
で
往
復
５
時
間
ほ
ど
の
ラ
ク
な
登
山
。
活

火
山
な
の
で
登
山
規
制
が
あ
る
と
山
頂
に
た
つ
こ
と

は
で
き
な
い
。
記
録
は
山
ス
キ
ー
の
も
の
で
釜
ト
ン

ネ
ル
の
上
か
ら
下
堀
沢
を
登
り
下
り
し
て
い
る
。

●
行
程
　

釜
ト
ン
ネ
ル
上
｜
下
堀
沢
｜
焼
岳
｜
釜
ト
ン
ネ
ル
上（
行

　

動
７
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

３
月
25
日
。
沢
渡
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
釜
ト
ン
ネ
ル

ま
で
。ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
梓
川
に
降
り
る
。ス
キ
ー

を
つ
け
て
８
時
ス
タ
ー
ト
。
下
堀
沢
を
ほ
ぼ
ま
っ
す

ぐ
上
が
る
。
左
の
中
ノ
湯
側
の
尾
根
を
登
る
人
も
い

る
よ
う
だ
。
傾
斜
が
落
ち
る
と
正
面
に
カ
ー
ル
の
よ

う
な
広
い
沢
、山
頂
溶
岩
ド
ー
ム
が
そ
び
え
る
。
ド
ー

ム
に
向
か
っ
て
急
坂
を
登
る
。
夏
道
と
同
じ
よ
う
だ
。

12
時
頂
上
。
ひ
と
休
み
し
て
滑
走
。
往
路
伝
い
に
戻

る
。
３
時
終
了
。
坂
巻
温
泉
に
立
ち
寄
り
。

73 

乗
鞍
岳
　
３
０
２
６
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★
　
積
雪
期
は
★
★
★　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

北
ア
い
ち
ば
ん
の
ビ
ッ
グ
マ
ウ
ン
テ
ン
だ
が
登
頂

は
い
ち
ば
ん
か
ん
た
ん
。
畳
平
か
ら
最
高
峰
の
剣
ヶ

峰
を
往
復
す
る
と
標
高
差
３
０
０
ｍ
で
往
復
４
時
間

ほ
ど
。
畳
平
へ
は
マ
イ
カ
ー
規
制
が
あ
り
、
平
湯
ま

た
は
乗
鞍
高
原
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
。
乗
鞍
岳

は
複
数
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
の
で
ほ
か
も
登
る
と
よ

い
。
ま
た
長
野
県
側
の
三
本
滝
駐
車
場
か
ら
ハ
イ
キ

ン
グ
道
が
肩
ノ
小
屋
ま
で
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
は
春

山
登
山
の
ル
ー
ト
と
同
じ
。

●
行
程
　

畳
平
｜
乗
鞍
岳
剣
ヶ
峰
｜
畳
平
（
行
動
４
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

８
月
20
日
。
中
央
道
松
本
Ｉ
Ｃ
か
ら
乗
鞍
高
原
へ
。

鈴
蘭
始
発
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
三
本
滝
経
由
な
の
で

三
本
滝
駐
車
場
ま
で
上
が
っ
て
乗
る
。
畳
平
は
観
光

の
人
で
混
雑
し
て
い
た
。
畳
平
を
９
時
ス
タ
ー
ト
。

列
に
な
っ
て
肩
ノ
小
屋
へ
。
空
気
が
薄
く
け
っ
こ
う

き
つ
い
。
ア
ル
プ
ス
の
稜
線
の
雰
囲
気
は
ほ
か
と
同

じ
で
爽
快
。
山
頂
11
時
。
神
社
と
土
産
屋
が
あ
っ
た
。

穂
高
が
よ
く
見
え
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
登
山
で
小
学
生

も
が
ん
ば
っ
た
。
１
時
下
山
。
湯
け
む
り
館
へ
。

74 

木
曽
駒
ヶ
岳
　
２
９
５
６
m

グ
レ
ー
ド
　
★　

積
雪
期
は
★
★
★　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

中
央
ア
ル
プ
ス
最
高
峰
。
駒
ヶ
岳
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー

で
標
高
２
６
５
０
ｍ
の
千
畳
敷
カ
ー
ル
ま
で
上
が
る

の
で
ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
は
ラ
ク
。
宝
剣
岳
が
す
ぐ
横
な

の
で
セ
ッ
ト
で
日
帰
り
す
る
人
が
多
い
。
宝
剣
岳
は

岩
山
で
事
故
が
多
い
が
木
曽
駒
ヶ
岳
は
危
険
な
と
こ

ろ
は
な
い
。
記
録
は
正
月
の
山
小
屋
山
行
。

●
行
程
　

１
日
目　

千
畳
敷
｜
木
曽
駒
ヶ
岳
｜
宝
剣
山
荘
（
行

　

動
５
時
間
）　

２
日
目　

宝
剣
岳
｜
千
畳
敷
（
行
動
４
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

１
月
２
〜
３
日
。
中
央
道
駒
ヶ
根
Ｉ
Ｃ
か
ら
ロ
ー

プ
ウ
エ
ー
駅
、千
畳
敷
と
ス
ム
ー
ズ
に
上
が
る
。
ピ
ッ

ケ
ル
、
ア
イ
ゼ
ン
の
冬
山
完
全
装
備
で
山
頂
駅
９
時

ス
タ
ー
ト
。
雪
が
少
な
い
よ
う
で
夏
道
伝
い
に
稜
線

に
で
る
。
正
面
に
見
え
る
木
曽
駒
往
復
。
こ
こ
も
寡

雪
で
夏
道
が
見
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
風
も
強
い
の

だ
。
山
頂
は
好
天
好
展
望
。
２
時
に
宝
剣
山
荘
に
イ

ン
。
正
月
と
あ
っ
て
に
ぎ
や
か
。

　

翌
朝
、
ご
来
光
の
つ
も
り
が
吹
雪
の
宝
剣
岳
山
頂

に
立
つ
。
命
か
ら
が
ら
下
山
。
せ
せ
ら
ぎ
四
季
湯
へ
。

上　乗鞍岳　下　千畳敷カール

上　常念岳
下　焼岳
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76 

空
木
岳
　
２
８
６
４
m

●
グ
レ
ー
ド　

★
★　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

中
央
ア
ル
プ
ス
の
奥
山
。
最
短
は
池
山
尾
根
登
山

口
駐
車
ス
ペ
ー
ス
か
ら
ピ
ス
ト
ン
す
る
も
の
で
、
標

高
差
は
１
６
５
０
ｍ
ほ
ど
。
空
木
平
の
カ
ー
ル
に
は

避
難
小
屋
が
あ
る
。ラ
ク
な
ル
ー
ト
は
、駒
ヶ
岳
ロ
ー

プ
ウ
エ
ー
で
上
が
り
宝
剣
岳
、
檜
尾
岳
、
空
木
岳
と

縦
走
し
て
池
山
尾
根
を
下
る
周
回
。
木
曽
殿
山
荘
に

１
泊
す
る
の
が
ふ
つ
う
。
記
録
は
池
山
尾
根
往
復
。

●
行
程　

１
日
目　

池
山
尾
根
登
山
口
｜
空
木
岳
避
難
小
屋　

　
（
行
動
８
時
間
）

２
日
目　

空
木
岳
｜
登
山
口
（
行
動
７
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

10
月
10
日
。中
央
道
駒
ヶ
根
Ｉ
Ｃ
か
ら
登
山
口
へ
。

特
異
日
で
好
天
。
６
時
ス
タ
ー
ト
。
紅
葉
も
き
れ
い
。

小
屋
ま
で
直
線
５
㎞
、
標
高
差
１
４
０
０
ｍ
。
長
い

登
り
を
頑
張
る
。
昔
、
仲
間
と
同
じ
日
に
や
っ
て
き

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
悪
天
敗
退
し
た
の
で
再
挑
戦
。

空
木
の
カ
ー
ル
の
底
に
小
屋
が
あ
っ
た
。
き
れ
い
な

小
屋
に
変
わ
っ
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
８
時
間
。
夜
は

星
を
見
る
。
翌
日
も
好
天
。
の
ん
び
り
山
頂
で
過
ご

し
て
往
路
を
下
る
。
こ
ま
く
さ
の
湯
に
立
ち
寄
る
。

77 

荒
島
岳
　
１
５
２
３
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★　
　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

深
田
久
弥
氏
の
ふ
る
さ
と
福
井
の
山
。
百
名
山
に

あ
げ
ら
れ
て
全
国
区
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
端
麗
な

山
容
で
、
関
東
の
い
く
つ
か
の
名
山
に
比
べ
て
も
立

派
。
登
山
口
か
ら
標
高
差
１
２
０
０
ｍ
を
自
力
で
登

る
か
ら
運
動
量
も
充
分
。

●
行
程
　

旧
勝
原
ス
キ
ー
場
駐
車
場
｜
荒
島
岳
｜
旧
勝
原
ス
キ
ー

　

場
駐
車
場
（
行
動
６
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

旧
勝
原
ス
キ
ー
場
駐
車
場
へ
は
東
海
北
陸
道
白
鳥

西
Ｉ
Ｃ
が
近
い
。
10
時
の
遅
い
ス
タ
ー
ト
。

　

主
稜
線
の
１
２
０
４
ｍ
ピ
ー
ク
に
上
が
り
荒
島
岳

を
往
復
す
る
の
が
最
短
ル
ー
ト
。
ス
キ
ー
場
上
ま
で

１
時
間
。
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
ブ
ナ
森
を
行
く
。
２

つ
ほ
ど
段
が
あ
っ
て
湿
地
の
平
が
で
て
く
る
。
小
荒

島
岳
か
ら
の
道
と
合
流
、
主
尾
根
を
行
く
。
細
尾
根

の
急
登
が
あ
り
、
低
木
帯
を
行
く
と
山
頂
。
１
時
半
。

雲
が
下
が
っ
て
き
た
。
白
山
の
展
望
が
素
晴
ら
し
い

は
ず
だ
が
。
森
林
帯
に
下
る
こ
ろ
に
ぱ
ら
ぱ
ら
雨
が

や
っ
て
き
た
。
ゲ
レ
ン
デ
を
駆
け
お
り
て
３
時
半
終

了
。
あ
っ
宝
ラ
ン
ド
へ
。

75 

甲
斐
駒
ヶ
岳
、
仙
丈
ヶ
岳
　

２
９
６
７
m　

３
０
３
３
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★
★　

積
雪
期
は
★
★
★
　　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

南
ア
ル
プ
ス
の
い
ち
ば
ん
人
気
の
コ
ー
ス
。
北
沢

峠
の
山
小
屋
を
ベ
ー
ス
に
し
て
２
山
セ
ッ
ト
で
登
る

の
が
定
番
。
北
沢
峠
か
ら
仙
丈
ヶ
岳
、
甲
斐
駒
ヶ
岳

へ
の
夏
道
は
整
備
さ
れ
て
い
て
危
険
な
と
こ
ろ
は
な

い
。
北
沢
峠
へ
は
長
野
県
伊
那
の
戸
台
か
ら
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
。
ま
た
は
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
駐
車

場
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
広
河
原
で
乗
り
換
え
）
で

入
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
日
北
沢
峠
に
入
山
、
翌
日

仙
丈
ヶ
岳
、
３
日
目
に
甲
斐
駒
に
登
っ
て
下
山
が
普

通
。
予
備
日
が
ほ
し
い
。
２
山
と
も
行
動
時
間
は
６

～
７
時
間
。

　

冬
期
、
と
く
に
正
月
山
行
で
同
じ
コ
ー
ス
を
辿
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
ア
ク
セ
ス
は
戸
台
か
ら
の

み
で
北
沢
峠
ま
で
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
小

屋
が
利
用
で
き
る
の
で
比
較
的
ラ
ク
な
冬
山
登
山
で

あ
る
。
ア
イ
ゼ
ン
・
ピ
ッ
ケ
ル
な
ど
雪
山
技
術
を
習

得
し
て
お
き
た
い
。
夏
道
が
雪
に
隠
れ
る
の
で
道
迷

い
に
注
意
。
レ
ポ
ー
ト
は
正
月
の
冬
山
。

●
行
程
　

１
日
目　

戸
台
｜
北
沢
峠
（
行
動
７
時
間
）

２
日
目　
北
沢
峠
｜
仙
丈
ヶ
岳
｜
北
沢
峠
（
行
動
８
時
間
）

３
日
目　

北
沢
峠
｜
甲
斐
駒
ケ
岳
｜
北
沢
峠
｜
戸
台

（
行
動
11
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

12
月
31
日
～
１
月
２
日
。
正
月
取
材
で
Ｏ
カ
メ
ラ

マ
ン
と
い
っ
し
ょ
。
北
沢
峠
の
山
小
屋
は
こ
も
れ
び

山
荘
（
長
衛
荘
）、
長
衛
小
屋
、
仙
水
小
屋
。
３
軒

は
年
末
年
始
も
営
業
し
て
い
る
の
で
便
利
。

　

伊
那
戸
台
の
駐
車
場
ま
で
は
中
央
道
伊
那
Ｉ
Ｃ
が

最
寄
。
戸
台
か
ら
北
沢
峠
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は

11
月
初
旬
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
バ
ス
で
１
時
間

の
道
の
り
を
歩
く
。
６
時
間
か
か
っ
て
北
沢
峠
。
さ

ら
に
小
１
時
間
か
け
て
仙
水
小
屋
へ
。
快
適
な
小
屋

で
通
年
営
業
ら
し
い
。

　

２
日
目
。
仙
丈
ヶ
岳
へ
、
６
時
発
。
深
い
森
を
行

き
、
急
坂
を
上
が
り
尾
根
に
で
る
。
小
仙
丈
に
た
つ

と
素
晴
ら
し
い
景
観
。
大
き
い
山
容
と
カ
ー
ル
。
11

時
、
仙
丈
ヶ
岳
山
頂
は
せ
ま
い
。
往
路
を
戻
る
が
間

違
い
ト
レ
ー
ル
に
入
っ
て
迷
う
。
２
時
仙
水
小
屋
着
。

　

３
日
目
。
甲
斐
駒
ヶ
岳
へ
。
６
時
発
。
仙
水
峠
に

上
が
る
と
摩
利
支
天
の
偉
容
が
せ
ま
る
。
稜
線
は
夏

道
が
で
て
い
て
安
心
。
10
時
甲
斐
駒
山
頂
。
昼
過
ぎ

に
北
沢
峠
か
ら
下
山
。
戸
台
に
は
暗
く
な
る
こ
ろ
帰

着
。
さ
く
ら
の
湯
に
立
ち
寄
る
。

上　甲斐駒ヶ岳　下　仙丈ヶ岳上　空木岳　下　荒島岳
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79 

大
台
ヶ
原
山
、
大
峰
山

１
６
９
５
m　

１
９
１
５
m

●
グ
レ
ー
ド　

★

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

台
高
山
脈
大
台
ヶ
原
山
は
、
駐
車
場
か
ら
東
大
台

を
周
遊
す
る
日
帰
り
コ
ー
ス
。
そ
の
日
の
う
ち
に
大

峰
山
エ
リ
ア
に
移
動
し
て
翌
日
は
行
者
還
ト
ン
ネ
ル

駐
車
場
か
ら
大
峰
山
脈
最
高
峰
八
経
ヶ
岳
を
往
復
す

る
、
の
が
人
気
。
深
い
森
と
霧
に
包
ま
れ
た
紀
伊
山

地
の
一
端
を
知
る
旅
に
な
る
だ
ろ
う
。

●
行
程　

１
日
目　

大
台
ヶ
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
｜
東
大
台

　

周
回
｜
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
行
動
４
時
間
）

２
日
目　

行
者
還
ト
ン
ネ
ル
駐
車
場
｜
弥
山
｜
八
経

　

ヶ
岳
往
復
｜
駐
車
場
（
行
動
７
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

４
月
６
～
７
日
。
大
台
ヶ
原
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
駐

車
場
８
時
発
。
１
時
間
で
最
高
地
点
日
出
ヶ
岳
。
牛

石
ヶ
原
を
経
て
シ
オ
カ
ラ
谷
ま
で
下
る
。
登
り
返
し

て
登
山
口
に
戻
る
。
12
時
帰
着
。
大
峰
へ
移
動
。

　

翌
朝
６
時
ス
タ
ー
ト
。
修
験
の
尾
根
道
を
行
き
弥

山
小
屋
ま
で
。
八
経
ヶ
岳
往
復
は
１
時
間
。
ふ
た
た

び
往
路
を
戻
る
。
１
時
終
了
。
行
者
還
ト
ン
ネ
ル
ま

で
の
ド
ラ
イ
ブ
が
こ
の
山
旅
の
核
心
部
。

80 

大
山
　
１
７
２
９
m

●
グ
レ
ー
ド
　
★　

積
雪
期
は
★
★ 　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

中
国
エ
リ
ア
の
最
高
で
最
大
の
ピ
ー
ク
。
ル
ー
ト

は
、
北
面
の
夏
山
登
山
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が

最
短
で
人
気
。
標
高
差
は
９
０
０
ｍ
で
直
線
で
２
㎞

だ
か
ら
急
勾
配
で
あ
る
。
最
高
峰
は
１
７
２
９
ｍ
の

剣
ヶ
峰
だ
が
崩
壊
し
て
い
て
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ

て
い
る
。
山
頂
の
弥
山
ま
で
の
ピ
ス
ト
ン
登
山
で
と

く
に
危
険
な
と
こ
ろ
は
な
い
。

●
行
程
　

大
山
寺
｜
弥
山
｜
大
山
寺
（
行
動
５
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

６
月
７
日
。
米
子
道
溝
口
Ｉ
Ｃ
か
ら
大
山
北
麓
の

大
山
寺
へ
は
す
ぐ
。
車
を
置
い
て
７
時
ス
タ
ー
ト
。

境
内
を
抜
け
ブ
ナ
と
ミ
ズ
ナ
ラ
の
森
を
上
が
る
。
宗

教
色
の
濃
い
山
道
で
あ
る
。
５
合
目
を
過
ぎ
る
と
低

木
帯
に
な
っ
て
見
晴
ら
し
が
い
い
。
階
段
状
の
道
が

続
く
。
麓
の
町
と
そ
の
先
に
日
本
海
が
望
め
る
。
８

合
目
ま
で
急
坂
だ
が
そ
の
先
は
山
頂
部
と
な
っ
て
緩

い
広
い
道
。
木
道
を
辿
っ
て
弥
山
山
頂
へ
、
10
時
過

ぎ
。
剣
ヶ
峰
や
南
壁
の
様
子
が
わ
か
る
。
北
側
は
北

壁
と
日
本
海
。
登
山
者
が
多
く
周
回
路
が
定
め
ら
れ

て
い
る
の
で
そ
れ
を
下
る
。
昼
に
終
了
。
豪
円
湯
院

へ
。 78 

伊
吹
山
　
１
３
７
７
m

●
グ
レ
ー
ド　

★　

●
プ
ロ
フ
ィ
ル　

　

東
海
道
新
幹
線
か
ら
よ
く
見
え
る
。
最
短
は
伊
吹

山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
駐
車
場
か
ら
で
５
０
０
ｍ
ほ

ど
歩
け
ば
山
頂
に
た
つ
こ
と
が
で
き
る
。
が
っ
か
り

ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
の
最
た
る
も
の
だ
が
そ
れ
で
も
１
山

ゲ
ッ
ト
で
あ
る
。
山
頂
部
の
お
花
畑
散
策
と
四
方
の

展
望
は
素
晴
ら
し
い
。
旧
伊
吹
山
ス
キ
ー
場
か
ら
標

高
差
１
１
０
０
m
を
登
る
の
も
よ
い
。

●
行
程　

伊
吹
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
駐
車
場
｜
伊
吹
山
｜
駐
車

　

場
（
行
動
２
時
間
）

●
レ
ポ
ー
ト

　

４
月
４
日
。
名
神
高
速
関
ヶ
原
Ｉ
Ｃ
か
ら
伊
吹
山

ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
へ
。
山
頂
下
の
駐
車
場
へ
。
17
㎞

あ
る
か
ら
１
時
間
ほ
ど
。
料
金
が
高
い
。
山
頂
か
ら

は
向
か
い
に
霊
仙
山
。
遠
く
白
山
、
美
濃
、
鈴
鹿
の

山
が
見
え
る
。
琵
琶
湖
が
大
き
い
。
夏
場
は
あ
ふ
れ

る
よ
う
な
混
雑
で
、
観
光
の
人
と
の
共
存
は
百
名
山

を
目
ざ
す
人
の
試
練
で
課
題
で
も
あ
る
。
旧
伊
吹
山

ス
キ
ー
場
側
か
ら
の
ハ
イ
キ
ン
グ
が
お
す
す
め
で
あ

る
。
こ
の
山
は
雪
山
登
山
も
人
気
が
あ
る
が
、
時
期

と
積
雪
状
況
で
グ
レ
ー
ド
が
大
き
く
変
わ
る
。

　百名山ハンターに限らず登山家は悪天時で
も予定を変えずに登る人が多い、かもしれな
い。風雨をついてピークに立つのは勇ましいが、
自分の好みではない。山は天気がよくてこそ、
だ。とはいえ登山口に立つと、ガスってるく
らいなら行ってみるか、となることも多いの
だが。山頂が雲海の上だったことはよくある
ことだ。しかし、どんな場合でも、危ないな、
と思ったときはさっさと逃げるのが勝ちだ。
　遠くの山に出かけて、いくつかのピークの
連続登頂を目標とする場合は、日程にもよるが、

悪天時は移動、休養、観光などにあてる。ち
なみに前日の夕方には登山口かその近くに着
いているのが基本だ。山には朝いちばんで登
りだしたいから。
　連続登頂を目ざす場合は、あたりまえのこ
とだが、効率のよい動線で移動する。またピ
ンポイント天気予報をチェックして好天エリ
アに臨機応変に移動することも考えたい。開
聞岳は雨でも九重山は午前中晴れ、などとい
うこともある。

Topic 3   山は天気よければこそ
　

伊吹山
（１月）

上　大台ケ原山（１２月）
下　大峰山弥山と八経ヶ岳

大山
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幌尻岳　　　1090 ｍ　3.8㎞（幌尻山荘から）
雨飾山　　　1070 ｍ　3.0㎞（北面の雨飾温泉から）
祖母山　　　1070 ｍ　3.6㎞（神原ルート）
仙丈ヶ岳　　1040 ｍ　4.2㎞（北沢峠から）
武尊山　　　1010 ｍ　5.9㎞（オグナほたかスキー
　　　　　　場下から）
岩手山　　　1010 ｍ　7.9㎞（網張登山リフトから）
甲斐駒ヶ岳　1000 ｍ　2.9㎞（北沢峠から）
平ヶ岳　　　990 ｍ　11.2㎞（山ノ鼻から）
四阿山　　　960 m　 6.8㎞（四阿山経由根子岳）
御嶽山　　　930 m　3.5㎞（御嶽ロープウエー駅
　　　　　　から）
大峰山　　　920 ｍ　4.5㎞（行者還トンネルから
　　　　　　八経ヶ岳）
大山　　　　910 ｍ　3.5㎞（大山寺から）
燧ヶ岳　　　900 ｍ　4.3㎞（御池から）
斜里岳　　　880 ｍ　4.4㎞（清岳荘から）
焼岳　　　　850 ｍ　3.1㎞（中ノ湯から）
石鎚山　　　810 ｍ　4.2㎞（石鎚ロープウエーから）
開聞岳　　　810 ｍ　4.3㎞（かいもん公園から）
雌阿寒岳　　800 ｍ　2.8㎞（雌阿寒温泉から）
塩見岳　　　790 ｍ　6.1㎞（三伏峠から）
瑞牆山　　　780 ｍ　2.5㎞（瑞牆山荘から）
安達太良山　770 ｍ　5.1㎞（あだたら高原スキー
　　　　　　場から）
皇海山　　　770 ｍ　2.9㎞（皇海橋から）
吾妻山　　　740 ｍ　3.6㎞（グランデコゴンドラ
　　　　　　から西吾妻山）
霧島山　　　720 ｍ　4.2㎞（大浪池口から韓国岳）

谷川岳　　　720 ｍ　3.2㎞（谷川岳ロープウエー
　　　　　　から天神尾根）
阿蘇山　　　710 ｍ　2.1㎞（仙酔峡から高岳）
大雪山　　　700 ｍ　2.8㎞（姿見駅から旭岳）
八甲田山　　690 ｍ　3.6㎞（酸ヶ湯から大岳）
至仏山　　　630 ｍ　4.6㎞（鳩待峠から）
磐梯山　　　620 ｍ　3.3㎞（ゴールドライン八方
　　　　　　台から）
日光白根山　620 ｍ　3.0㎞（白根山ロープウエー
　　　　　　から）
剣山　　　　610 ｍ　2.8㎞（見ノ越から）
立山　　　　600 ｍ　2.5㎞（室堂から大汝山）
那須岳　　　560 ｍ　4.0㎞（マウントジーンズか
　　　　　　ら三本槍岳）
九重山　　　560 ｍ　4.5㎞（牧ノ戸峠から久住山）
大菩薩嶺　　530 ｍ　2.6㎞（上日川峠から）
月山　　　　530 ｍ　2.9㎞（月山リフトから）
剱岳　　　　510 ｍ　4.9㎞（剱沢から）
浅間山　　　490 ｍ　2.5㎞（車坂峠から黒斑山）
赤城山　　　480 ｍ　1.3㎞（大沼から黒檜山）
天城山　　　470 ｍ　4.0㎞（登山者駐車場から天
　　　　　　城万三郎）
乗鞍岳　　　440 ｍ　2.5㎞（畳平から）
木曽駒ヶ岳　350 ｍ　1.8㎞（駒ヶ岳ロープウエーから）

・リストにない山は、ハイキングで登れる百名山（岩
木山や八幡平、蔵王山、美ヶ原、霧ヶ峰など）か、
間ノ岳のように近隣の百名山（薬師岳、水晶岳、北
岳、赤石岳など）と継続して登る山である。

 「いいご趣味ですね」とうらやましがられるの
が百名山ハンター。山で立ち話をした百名山
ハンターはたくさんいる。
　そのなかに、リタイアするまで山登りには
縁がなく、思いたって百名山行脚を始めたと
いう人がいた。最初に北アルプスに登ったと
きは、それまでに登った百名山は、伊吹山と
大台ヶ原だけだったそう。自力でも穂高に登
れることがわかってガ然も燃えだしたという。
そういう人が実は百名山ハンターには多い。
そんな人ほどモチベーションが高くて２年、
３年で百山達成ということになるようだ。あ
る時期に集中して登ることはいいことかもし
れない。
●選ばれた登山家
　尾根歩き、沢登り、クライミングなど山登
りのジャンルのひとつとして百名山ハントと
いう種目があると思っている。知人には登山
家や写真家、ガイドなど山のプロが多いが、
実は、百名山すべてに登っている人は少ない。
すごい登山家ほど、興味ない、と言う。所詮
他人が決めた百山でしょ、という人もいる。
　プロだけでなく穂高や谷川岳に何十回とな
く登っている人はたくさんいるが、北海道の
山や四国、九州の山は見たこともない、とい

うのが登山家には珍しくない。趣味や嗜好の
違いともいえるし、ジャンルが違うのかもし
れない。
●ナイスな百名山登山　
　百名山登山は、登山というスポーツの中で
も、趣味性の高い高尚な種目だと思う。百山
登るには、相応な登山の知的・身体的経験が
入り用だ。また百名山達成に費やす気持ちと
時間と予算は並大抵のものではない。厖大な
エネルギーを注いでも有形の見返りはない。
そこに情熱を傾けられるのはひとにぎりの選
ばれた人であると言える。
　百名山を登る労力は登った人しかわからな
い。楽しいことが多いはずだが、苦しいこと
もやがていい思いに変わるのかもしれない。
はじめは登山の初心者と言われようとも、百
山を登っている間に、カラダが丈夫になって、
山を見る目も肥えて、立派な登山家に成長す
るのは間違いない。百名山を登頂した人は、
エリート登山家だと自負していいと思う。
　深田久弥先生いわく百の頂に百の喜びあり。
百山に登ることは百の旅であって、それはう
れしい人生の旅、となるのではないか。百名
山登山に「いいね」。

Afterword ●１日に登る高さ番付　その２（〜1100m）　　

石鎚山天狗岳雌阿寒岳と阿寒富士
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